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 本論文は，日本産植物オオバルリミノキ (Lasianthus verticillatus) とサウジアラビア
























果，4 種の新規化合物と 16 種の既知化合物を得て，その化学構造を絶対配置を含めて解析







生成阻害活性について活性を評価している。その結果，新規化合物 5 種を含む 9 種の化合
物に活性を見出したほか，既知化合物ではあるものの 3 種の化合物に AGEs 形成阻害活性
を見出している。これらの化合物は caffeoyl 基やフラボノイドの一種 kaempferol を母核
に持つことからフェノール性水酸基などの特徴的な化学構造が活性の発現に関与している
ことを考察している。また，ヒトの培養細胞を用いた in vitro での活性試験でいずれも細
胞毒性を示さなかったことから，これらの化合物は安全性の高い抗酸化物質また抗 AGEs
物質として有用である可能性を示唆している。以上の成果のうち，サウジアラビア産植物 







 よって審査委員会委員全員は，本論文が Gadah Abdulaziz Al-Hamoud に博士（薬科
学）の学位を授与するに十分な価値があるものと認めた。 
  
 
 
